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研究成果の概要（和文）：本研究では栄養科学的な背景を基盤に体内の栄養代謝状態の変化が、家畜の繁殖機能におよ
ぼす影響を検討した。我々が考案した給餌処置により牛において血中グルコース濃度が上昇することがわかり、また給
餌直後において卵巣の機能が一時的に促進されることを発見した。また実験動物のヤギにおいては一時的な増餌により
発育する卵胞の数が増加することが明らかとなり、下垂体および卵巣からのホルモン分泌を介して繁殖率を向上させる
効果があると考えられた。

研究成果の概要（英文）：The purpose of the present study was to determine if the changes in metabolic stat
us controlled by the feed provision modulates the reproductive function in goats and cows.  The specific f
eed provision established by our laboratory stimulated blood glucose concentrations, and ovarian function 
was promoted transiently after feed provision in the cow.  In goats, it was demonstrated that high energy 
diet  promotes the number of developing follicles by stimulating the reproductive hormones, suggesting tha
t specific nutritional treatments can improve reproductive rate in ruminant species.
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様 式

１．研究開始当初の背景
 世界的な乳牛の繁殖率低下傾向に対し、酪
農関係者が危機感を募らせている。この問題
に対処するため、各種性ホルモン剤をプログ
ラム投与して繁殖率を向上させる取り組み
が国内外で盛んに行われている。一方で、最
近の生産者および消費者のニーズは薬剤の
使用を抑えた安全・安心な畜産物生産に大き
くシフトしている。
るため
なく、
つけ出し、栄養学的に繁殖率低下に対処する
方法の確立が望まれる。我々はこれまで、
餌による
家畜の繁殖機能が亢進する」という
らかにしていることから、この
してさらなる研究が
法と異なる切り口から、薬剤の使用に依存し
ない新たな繁殖管理技術の誕生
る。 
 
２．研究の目的
 グルコース利用性の上昇を促す栄養管理
により家畜の繁殖活動を刺激する新たな飼
養技術を確立する
う。実験には
ヤギおよび乳牛を用いる。
は、(
育・排卵数刺激効果におけるグルコースおよ
びインスリンの作用機作を具体的に明らか
にすること、
関して、妊娠成立のために重要な黄体ホルモ
ン（プロジェステロン）分泌を刺激する飼料
給与法および作用機序を新たに検討するこ
と、である。乳牛においては、
ス利用性の上昇を
検討する
乳牛の体重変化、
の関連性を明らかにし、
が卵巣機能に及ぼす影響を調査する
ある。
 
３．研
 全般的な研究方針として、ヤギでは研究上
の作業仮説を検証して実現、実効性の高い新
たな方法を提案し、その成果を踏まえ乳牛で
は現場での実践を考慮した応用性を実証す
る。処置はこれまでの成果および既報の文献
を踏まえ、短期間の増餌による方法を基本と
し、必要に応じてグルコース利用性を直接刺
激するサプリメントの併用も考慮する。両家
畜とも超音波画像診断装置により卵巣機能
に及ぼす影響を評価する。卵胞および黄体
発育は日々変化するため、検査は連日または
隔日を基本とする。グルコース利用性の上昇
による繁殖機能刺激効果を確認するととも
に、グルコース濃度や性ホルモン濃度の変化
を調べ、現象の観察にとどまらず、その科学
的背景を調査する。
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 乳牛において分娩から初回排卵に至る過程
における栄養状態の変化を詳細に調査するこ
とを目的とし、特に初回排卵と分娩後早期の
体重および
に着目して両者の関係を調べた。ホルスタイ
ン種乳牛
娩後
定した。卵巣の変化を調べるため、分娩後
日から分娩後第
検査を行い、発情徴候が見られた場合は、排
卵するまで連日行った。血中性ホルモン濃度
およびグルコース濃度を測定するため、連日
あるいは隔日に採血を行った。すべての供試
牛における平均
った。初回排卵が分娩後早期に起こった牛（早
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